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熊本市東方の地学散歩藤本雅太郎

観察地点その1．．・熊本市龍田町弓削

詫麻砂喋層中の巨大藤を見てみよう．喋は阿

蘇溶結凝灰岩の巨大操でここでは長径1.5mに

も達する．詫麻砂喋層は渡辺(2001)によると，

立野火口瀬を扇の要のようにして西に拡がって

おり，熊本市付近では喋の直径が2～3mにも

達するものが見られるという．興味深いのはマ

トリックスを構成しているものはオレンジ色に

風化した阿蘇4の軽石細片を満遍なく含んでし

ることで，この堆積物が水の営力のみで形成さ

れたとはとても考えられない．砂・篠などが水

と一体となって集合運搬する土石流を考えたら

と思う．

観察地点その2．．・大津町中島

高遊原台地の北麓をほぼ東西方向に県道145

号線が走っている．道路に沿って安山岩の露頭

が点在する．この安山岩はMatumoto(1943)お

よび松本（1952）により高遊原溶岩と呼称され

たもので,PuretypeAsolavaに属するとされ

てきた．岩相のみから判|折するとこの溶岩は

Asotypeとは似ても似つかぬものであるが，層

位からみると松本教授の説がまさに首肯される

のである．すなわち渡辺･小野(1969)および渡
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辺(1974)により，高遊原溶岩は阿蘇3と阿蘇

4の間に形成された，大ii糸溶岩そのものである

ことが判明しているので，高遊原溶岩は阿蘇火

砕流活動期の産物なのである.松本教授は戦前，

すでに層位上の位置を見通しておられたのであ

る．

観察地点その3．．．大Ill糸火山北東麓の大切畑

溜池

溜池のすぐ西側に大Ill能火山の崖が迫っている．

昭和40年代の末頃,溜池の工事に伴い火山の一

部である素晴らしい露頭が出現した．渡辺

（1974)の論文にその写真が掲赦されていいる．

残念ながら現在は観察不可能となっており，た

だ露頭だったと思われる崖下の散岩から現在で

も火山ガラス，スコリア，溶岩火砕流のサンプ

ルを採集できる．

今となっては渡辺･小野(1969)および渡辺

(1974)の論文を読むことに頼らざるしか方法

がないが，興味深いのは降下堆積物の一部が溶

結しているということである．溶結部分が上下

の成層堆績物と平行に，ほぼ同じ厚さで起伏の

ある地形を覆っていることで，降下堆積物であ

ることがはっきりしている．｜鰭_この火砕流堆積

物の溶結現象はしばしば見られるものであるが，

降下堆積物が溶結しているということは，地表

に落下したときの温度がきわだって高かったこ

とを示している．

観察地点その4．．・赤井火山と砥川溶岩

字数の関係で省略
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島原大変の授業実践西岡智洋

1．はじめに

日本は気象災害や地震・火山災害が多い国で

ある．本発表で取り上げる島原大変は，寛政4

年(1792年）に長崎県で起こった雲仙普賢岳の

噴火およびその後の眉山の崩壊と，それに起因

する津波災害である．死者は15．000にも及び：

有史以来，日本最大の火山災害である．200年

以上前に起こった出来事であるが，古文書等か

ら当時の災害の様子はかなり明らかにされてい

る．この実践を行った天明中学校区でも，264

名の死者がでたことがわかっている．この島原

大変の教材化を通して，災害が身近なところで

起こったことを知るとともに，実際の私たちの

生活において，災害に対する心構え（防災意識）

を高めることをねらったものである．

2．指導の実際

まず，今までに学習した気象災害（地震．火

山噴火・台風・洪水・津波）などをふりかえり

過去の災害のなかでも|ﾖ本で起こった最大の火

山災害である島原大変を見いださせる．次に，

島原大変の概要について知らせていく．

熊本市センター作成のFlash教材を用いて，

津波アニメーションを提示することにより，実

際の津波がどのように熊本を襲ったのか，それ

により，天明中校区のほとんどが津波にさらさ

れたことをつかませる．また，古い地図にまと

められている死者や被害の図から，熊本県では

死者が約5000人も出ていることを知らせる．

このような過去の事実から，天明（ほとんど

の生徒の家）が津波の浸水域にあることを知っ

た上で，実際に津波から身を守るためにはどの

ようにしたらよいかをグループで話し合わせ，

意見をまとめて発表する活動を行う．

．まず揺れを感じたら逃げる．

、ハザードマップ等を用いて，自宅・勤務地。

学校における危険度を把握する．また，避難場

所・避難経路や緊急連絡先を家族で確認する．

、避難場所での生活に最低限必要な準備をし，

また負傷したときに応急手当ができるように準

備しておく．
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・非常時持ち出し袋などは，いつでも持ち出せ

る場所に備えておく．

このような準備は，台風や洪水のような，多

くの気象災害に対する備えにも共通することで

あり，子どもたちの意識を高める上でこの実践

が役立ったと感じている．

3．まとめ

島原大変という，身近な地域を襲った災害を

取り上げて学習することにより，実感をともな

った学習を進めることができた．このような身

近な事例は，防災意識を高めることに非常に効

果的であると考える．

また，この実践をする上で得られた史料なと

は，熊本市教育センターwebマップ熊本市によ

って自由に閲覧や，意見交換をすることができ

るようになっている．どうぞ一度見ていただけ

たら幸いである．

4．謝辞

本授業実践には，前熊本市教育アドバイザー

堀川治城氏より資料の提供と多くのご教示をv

ただいた.また,熊本市教育センターにはFLASH

教材の作成を始め,多くのご協力をいただいた．

記して感謝申し上げる．

集団宿泊的行事における野外観察の試み(その

3）～地層観察における大学との連携～

村本雄一郎・田中均・林智洋・本多栄喜

薬師寺光

集団宿泊教室での野外観察は，自校で実施し

て5年が経過している．1泊2日から2泊3日

に日程が長くなり，その分野外観察の時間も確

保でき，観察に時間をかけたり観察場所を増や

したりすることができ，一定の成果を上げるこ

とができた．しかし,いくつか課題もでてきた．

最大の課題は，3～4クラスで100～120人の生

徒に対して，現地で説明できる教師（理科担当

者）が1または2名であること．（担任等の引率

教諭は生徒の安全指導，けがの対応等をして↓、

る）しかも堆積岩や断層など観察に適したもの

が豊富にありすぎるために，生徒の質問に-|-分

に答えられない，全ての生徒への説明・指導が
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できないことである．

本年度は，その課題の解決方法として，熊本

大学が実施している地域連携事業の活用をした

この事業を活用して，集団宿泊教室での地層の

観察を行った．（図1に当日の流れを示す）全体

説明は，村本が，地層の観察では，水のはたら

きと堆職作用，断層でき方，地層の見方などを

説明するブースを設け,その説明等については，

林，本多，薬師寺が行った．観察終了のまとめ

については村本と田中が行った．

多良木中発

運動公園着

全体説明

観察（1）

集合・発表

観察(2)

集合．まとめ

学習終了

当日の流れ

8:00

8:40

9:00

9:20

9:50

10:00

11:00

11：20

全体説明では、資料を
配付し注意点など簡単

に説明

発表では気づきを発表

観察(④では、堆積作
用、断層の説明のブー

スを設け生徒が学習

まとめは村本･田中

成果として，本年度は大学と連携した地層の

観察を実施し，専門的に生徒に関わるスタッフ

が増えたことで地層の見方やでき方の説明の時

間が昨年度よりも確保できるようになった．そ

のことで，生徒一人一人の観察のポイントがよ

り明確になった．また，本年度の生徒のスケッ

チには，気づきを言葉として記している生徒が

増えた．生徒の感想からも，「大学の先生や大学

院生の方から話が聞けてわかりやすかった｣，

「説明を聞いて断層のでき方がわかった｣，「流

れる水の実験で地層のでき方がわかった」など

の意見が多く，「地層には興味がなかったが,観

察するうちに大変興味がわいてきた」というこ

の観察をとおして変容を示した生徒が多数いた

今後も，集団宿泊行事に地層の観察を位置づけ

観察の時間を確保していきたい．来年度も，可

能であるならば，地域連携事業を活用し実践化

を図っていきたい．

皆伐跡地周辺における崩壊発生のメカニズム

宮縁育夫・田中均・渡辺一徳





ている．

2004年，富田優司氏は樹l船町東部の山中で，

カモノハシ竜の頭骨化石を含む転石を採集した．

転石は偽喋を含む粗粒砂岩で，既に表面に露出

した化石の一部が浸食されている状態であった．

この地域には上部白亜系御船屑群上部層が分布

し，産地の近くには同＃嫌の岩相を呈する砂岩層

が露出している．この露頭の周囲の転石から，

カモノハシ竜の骨化石が数点採集されたことか

ら，化石を含む転石はこの砂岩層からもたらさ

れた可能性が高い．御船層群上部層の年代は，

フィッション・トラック年代測定の結果からコ

ニアシアンーサントニアン期と見なされており，

今後の試料･の追加と詳細な研究によって，化石

記録の少ないこの年代のカモノハシ竜に関して，

よりよい理解をもたらす可能性がある．剖出整

形作業は御船町恐竜博物館においておこなわれ

（古閑公浩氏が担当)，脳函の一部を含む，右後

頭部が保存されているものであることがわかっ

た．

剖出後の予察的な検討の結果，頭頂骨や鱗状

骨にランベオサウルス亜科に共通する派生的形

質が認められた.最古のランベオサウルス類は，

中央アジアのカザフスタンから報告されている

（チュロニアンーコニアシアン期)．これまで，

東アジアにはサントニアン期以前のランベオサ

ウルス類の化石記録はなかったが，今回の発見

によって東アジアにもランベオサウルス類が早

期（コニアシアンーサントニアン期）に出現し

ていた可能性が示された．
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